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2023年12月
Greenhill買収 

M&Aビジネスの強化に求められる「人材」、
および実績に裏打ちされた「企業ブランド」
を獲得し、〈みずほ〉としてグローバルなアド
バイザリー機能を内製化するため、M&Aア
ドバイザリー会社Greenhillを買収しました。　
Greenhillは、米国における独立系投資銀行
の草分け的存在であり、米国・欧州・アジアに
営業拠点とM&Aの専門人材を有しています。

  米州業務粗利益
（十億米ドル）

2006年11月
NYSE上場 

グローバル金融機関としてふさわしいガバ
ナンスの確立に向け、米国会計基準や米
国SOX法※1に準拠した情報開示および内
部統制を構築し、NYSE※2にADR※3を上
場しました。

※1.  SOX法：サーベンス・オクスリー法 
※2.  NYSE：ニューヨーク証券取引所 
※3. ADR：米国預託証券 

2006年12月
FHC資格取得 

銀行グループが米国において社債、株式
等の引受・販売をはじめとする各投資銀行
ビジネスを包括的に行うために必要な 

米国銀行持株会社法に基づく金融持株会
社（FHC※4）資格を取得しました。2007年
度には、米州において銀行・証券兼職者を
配置し、銀行・証券プロダクツ双方の一元
的な営業を開始しました。

※4.  FHC：Financial Holding Company 
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2022年1月
Capstone買収  

投資銀行事業強化のため、プレイスメント
エージェント業務※7に特化したCapstone 

Partnersを買収し、スポンサービジネスの 

バリューチェーン上の機能を追加しました。

※7.  プレイスメントエージェント業務：スポンサーに
よるファンド新設や既存ファンドの増資時の資
金調達において、LP投資への出資の打診等の
各種アレンジ、アドバイスを提供する業務

2015年2月
RBS北米事業基盤買収
RBS※5の北米ビジネス（EXPベース※6：約400

億米ドル）を買収し、130名以上のバンカー 

および資本市場の専門チームを獲得。一元的
な貸出・DCMビジネス提供を強みとする
“Integrated Debt House”としての事業基盤
強化を加速させました。

※5.  RBS：Royal Bank of Scotland 
（当時、現NatWest Group）

※6.  EXP：エクスポージャー

0.3※8

北米に 
とどまらない 
戦略的基盤の
構築へ

2016年7月
米州みずほ設立   

更なる銀行・証券一体でのビジネス推進、
コーポレート機能の一体化によるガバナンス
の高度化を実現するために、米国銀行持株
会社「米州みずほ」を設立し、米国みずほ銀
行、米国みずほ証券等の米国現地法人を傘
下に置きました。

※8.  2005年度は海外支店収益（管理会計ベース、概数） 
2015年度以降は米州CIBビジネス（グローバルコーポレート&インベストメントバンキングカンパニーの米州とグローバルマーケッツカンパニーのセールス&トレーディングの米州の合算）

4.8※8

2018–2025 CAGR 17% 
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Special Feature

〈みずほ〉の強みを
発揮する
グローバル展開
北米基盤強化の軌跡
　〈みずほ〉は、効果的なインオーガ
ニック戦略とオーガニックな事業基
盤の拡大により、顧客層・プロダク
ツ・人材を内製化しながら成長し、
独自の強みである米州における自
前のCIBビジネス基盤を成長させて
きました。



　2023年12月に、米国M&Aアドバイザ
リー会社Greenhillの買収を完了しており、
その後のPMI（M&A後の統合プロセス）
を経て、現在〈みずほ〉とGreenhillのオペ
レーションは、ビジネス・コーポレートの
両面で統合プロセスが順調に完了してい
ます。〈みずほ〉とGreenhillのシームレス
な運営を通じ、クロスボーダー案件や、 
大型案件への参画も増加しており、 
〈みずほ〉の北米におけるM&Aの実績は着実に伸長しています。 

　M&Aは、後続のDCM・ECM・デリバティブ取引等、CIBビジネスにおけるディールバ
リューチェーンの起点となるコーポレートアクションです。〈みずほ〉はGreenhillとのシームレ
スな運営を起点に、お客さまに最適な金融ソリューションを提供していきます。 

　今後は北米にとどまらず、グローバルなクロスボーダーM&Aの発掘へさらに注力していきます。 

Greenhill買収後の成果   

グローバル一体運営を強めたクロスボーダーM&A   

  モビリティプラットフォームのグローバルリーダーであるUberのフィナンシャル
アドバイザーに就任

　

　〈みずほ〉は、Uber Technologies Inc.（Uber）によるBlacklane GmbHの買収
に際して、バイサイドの専属フィナンシャルアドバイザーを務めました。Blacklane 

GmbHは、ドイツに本社を置き、世界中でプレミアムなハイヤーサービスを提供して
います。このエグゼクティブ向け移動サービスは、モビリティ事業において急速に
成長している分野です。本買収は、世界中のより多くの顧客に対してクラス最高水
準のサービスを提供するというUberの戦略を支えるものとなります。
　〈みずほ〉は、バランスシート提供、資本市場調達、デリバティブ等、多面的な取引
の支援と並行して、CEOにまで及ぶ経営陣との間で、潜在的なM&A機会や長期的
成長戦略に関する対話を継続してきました。このような
信頼に基づく関係を築き上げたことで、Uberの成長 

プラットフォーム構築の鍵となるクロスボーダー取引の
成約に至りました。

2023 2024 2025

北米M&A実績
 

クロスボーダーM&A実績　クロスボーダーM&Aでは、欧州・アジア・パシフィックにも拠点を持つGreenhillの果たす役割が重要となります。〈みずほ〉がGreenhill

と一体となり、双方の知見やリレーションを活用することで、特に日本企業が買収側・被買収側のいずれの場合においても、外国投資銀行
と遜色のないアドバイザリー機能の提供が可能になりました。この点は、他の本邦金融機関と異なる〈みずほ〉固有の競争優位性だと考え
ています。〈みずほ〉の強みである日本における顧客基盤と海外のアドバイザリーニーズをつなぐ日本企業関連のクロスボーダーM&Aは大
きな成長余地があり、〈みずほ〉のグローバル連携を加速させる原動力になると考えています。 

　また、2025年10月に再生可能エネルギーおよびエネルギー・トランジション分野に特化した英国のアドバイザリー会社Augustaを買収し
たことに加え、2025年12月にインドのM&Aマーケットでトップクラスの実績を有するインドの投資銀行Avendus Capitalの株式の60%超
を取得することに合意しました。 

　GreenhillやAugusta、Avendus Capitalも含む〈みずほ〉のグローバルM&Aプラットフォームを活用し、高度なアドバイザリー機能に加
え、顧客基盤とファイナンス力をいかした多様なソリューションを提供することで、クロスボーダーM&Aビジネスの更なる拡大に取り組んで
いきます。 

取引金額 2023年比 

約2.5倍

 取引金額　（注）（出所）LSEG

（年）

2023 2024 2025

 取引金額　（注）（出所）LSEG

（年）

取引金額 2023年比 

約2.8倍
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